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1　 は じ め に

　（財）シ ッ プ ・ア ン ド ・オ ーシ ャ ン 財団と 造船所 7社

と で 平 成 元 年 か ら 5 年 に か け て 実 施 され た 二 つ の

CIM 関連 開発研究 に よ っ て ，造船 CIMS パ イ ロ ッ ト

モ デ ル が開 発さ れ 各造船所 に お い て 試 行 され る と共

に
， そ の 評価 を踏 まえ将来 の 造船業 CIM の 各社共通

の 骨格 と して の フ レ
ー

ム モ デ ル が 設計 され た
1”3）．そ

の 成果に 基づ き造船各社 は 独 自の 部分 を織 り込 み な が

ら実用開発 に 入 っ て い る 。 しか し骨格の 設計 が終了 し

た とは い え，それぞれの 会社が，そ の C王M シ ス テ ム

を各 々一か らすべ て 別個 に 実装す る の は い か に も無駄

が 多い 。 そ こ で 各社 の シ ス テ ム の 骨格部分 を統一的 に

別途製作 し，日本 造船業全体の CIM の 開発効率を高

め る案 が 出 され た が ，こ の考 え を さらに
一

歩進め ， 他

産業 を も含め た よ り広 い 意味で の CIM の 開 発環境 の

整備を図る 「組立産業汎 用プ ロ ダ ク トモ デル ；GPMI

構想が東大小山教授 よ り示 され ， 平成 6年度に （財）シ

ッ プ ・ア ン ド ・オ
ー

シ ャ ン 財団 と 造 船所 7社に よ っ て

そ の構想の 具体化と予 備技術検討作業 （FS ）
4｝
が実施

され た。こ の FS の 結果 を受け，同財団 の 開発研 究

事 業 と し て
， 本年度 よ り 2 力 年 の 開発研究 計画が ス

タ
ート し た 。

　 な お， こ の FS の 過 程 で 当 初 の 略 称 GPM は

GPME に 改 め られ た。こ こ で GPME と は General

Product　Mode ！ing　Environmentの 頭 文字 で ， 組立 産

業 の CIM 開発者に提供 され る 汎用プ ロ ダ ク トモ デ リ

ン グ 環境 を意味する。す なわ ち共 通の 骨格部分の 実装

と い う側面 に 加 え ， 各社固有部分の シ ス テ ム 化 に 対す

る 支援 ツ
ー

ル と い う性格 が，そ の FS の 結果 と し て

付 け加 え られ た 。 現在 GPME 開発研究は FS 段 階で

の概念確立 を受け て．第 二 段階 の シ ス テ ム 開発 に 入 っ

て い る 。 以 下，GPME 開 発の 背景 ，
　 GPME の 概念，

GPME シ ス テ ム ア
ーキ テ ク チ ャ 及び GPME 開 発 の

進め方に つ い て 紹介す る。
＊

（財）シ ッ プ
・
ア ン ド

・
才
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嗣廓

　Center 　for　Integrated　Facility　Engineering，　Stanford　 Unト

　 versity

2　GPME 開発の背景

　（1） 開発 の ニ ーズ

　GPME が 対象 とす る組立産業 とは ，例え ば 自動車

や船舶，航空機 の よ うな動くもの か ら，ビル や 橋梁 ，

あ る い は 化学 プ ラ ン トの よ う な建築物や大規模 な装

置 ・設備 まで含む ，
い わゆ る ア セ ン ブ リー産業 で あ る

が
， 素材 や部品産業 と の対比に お い て ， その 製品 は 単

に 組立 て て 作る とい う こ とだけで なく顧客 （使用者）

の 役 に直接供 され る 最終製品 で あ る と い う側面 を持

つ
。

　それ ゆ え組立産業 で の生産過程は，顧客の 要求 に 合

っ た 製 品 を提供 す る た め の 「基 本計 画」， 機 能
・
詳

細
・製造 に 関わ る一連の 「設計」， 製品の 素材 や 部 品

（例え ば，鋼板．プ ラ ス テ ィ ッ ク
，

ポ ン プ，エ ン ジ ン〉

の 「予量 ・選定
・
調達」， 鋼板等の 素材の 加工 ・塗装

や コ ン ク リート打設等 に よ る 「構造 工作」，そ の 構造

体 に 機 器 ・部品 を取 付け製品に機能を与える 「艤装工

作」， さらに 全体調整や 「検査 ・試 運転」に至 る複雑

多岐 な 工 程 か ら成 り立 っ て い る。こ の よ うな各種の 工

程 を CIM 化する た め に は 非常 に 大規模 か つ 先端的 な

内容を含む情報 シ ス テ ム の 構築 が要求 され，個々 の企

業 で 独 自 に 開発す る こ とに は
， 費用対効果の 面か ら多

大の 困難が伴 う。し か し こ れ らの 各 工 程は各産業に よ

っ てその 具体的内容は異な る が シ ス テ ム 化 と い う抽象

レ ベ ル で は共通項 も多い か ら，各企業間 さらに は 各産

業間 で の共通部分に つ い て の 共同開発 が 実現す れ ば ，

時間 と労 力の 節約 に なるだ けで な く，技術面で も最高

レ ベ ル の希少な シ ス テ ム技術者を集中的 に動員 で きる

効果 が得 られ る 。

　 造船業が持つ 組立産業 とい う
一

般的側面 か ら
， 造船

業 CIM フ レ ーム モ デ ル の 開発研究 で 確立 され た プ ロ

ダ ク トモ デル と開発 プ ロ セ ス モ デ ル の 中核概念 は 他 の

組 立産業分 野 で も適 用 で き る と 考 え られ た 。もちろ

ん ，大量生産 （自動車な ど） と
一

品生産 （造船や建築

な ど〉 とでは ， その 生産形態が相当異な るが ， 量産品

の 場合で も，個々 の 製品 の 製造だ けで なくその 量産品

を作り出す製造 ラ イ ン に まで 注 目す る と
，

金型製造 や
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物流管理等に 関わる設備設計面 で
一

品生産で あ る造船

業との 共通点が 見 い だ され る 。

一方，造船の 側か ら見

て も，拡張性 と機能性の 高い 造船業 CIM を早期か つ

低 コ ス トで 実現す るた めに は ，各社 で 個 々 に す べ て を

開発す る よ りも ， 造船業 の 中 で
，

さ らに は 広 く組立産

業全体の 中で 共通 な部分 を見つ け て
， 統一基盤 と して

実現する こ と が 望 ま れ る。

　 （2） 開発 の シ ーズ

　造船業 CIM フ レ
ー

ム モ デ ル の 設計書 は
， 船 の 設計

か ら製造 ま で の 各 工 程 に お け る知識 とデ
ータ を 5年 の

歳 月 をか け て 抽 出，整理 し 定式化 （formalize ；知

識 ・データ の 整合性 ・統一性を確保 して抽象化〉し た

結果 の 記述 で あ っ て ，こ れは最近の情報工学の 用語に

よれば造船業全般 に 共通なオ ン トロ ジ （ontology ） と

い うこ と に な る e こ こ で オ ン トロ ジ と は プ ロ ダ ク トの

設計や 製造過程 に 関する情報等の 知識をモ ノ の定義と

そ の関係の 定義 との 集合と し て表現 した もの で ，1980

年代末 に 知 識共 有 （knowledge　sharing ） 問 題 を体 系

的 に 扱 う た め に 導入 された概念 で あ る。なお，組立産

業 と い う立場か らみ ると ， 造船用 の フ レ ーム モ デル 設

計書は 他 の 産業 に関係ない 情報 も含ん で い る。しか し

逆 の 見方 をする と，図 1 に 示 すよ う に，本来 まず組立

産業全般 に 共通 な組立産業コ モ ン オ ン トロ ジ とい うも

の が あ っ て
， それ に 造船業特有 の 惜報 を付 け加 え て 造

船業用 の オ ン トロ ジ を作り ，
さ らに 各社独 自の 情報 を

入れ て 各社用 の オ ン トロ ジ を作 る と い う考 え方 が成り

立つ 。こ の 過程 をオ ン トロ ジの 拡張と い うが
， 他の 産

業に つ い て も同様 の こ とが い える。

　 この オ ン トロ ジ の 開発 と は 現実世界 を分析 し抽象化

する作業で あ り，
オ ブ ジ ェ ク ト指向 の 言葉 を用 い る

と ， それ は ク ラ ス の 定義を行 う と い う こ と で あ る。そ

れゆえ フ レ
ー

ム モ デ ル 設計書 を実装す ると造船業用 の

ク ラ ス ラ イ ブ ラ リが で きるわけで あり ，
そ れ を適切 に

切 り分けすれば他の 産 業 に も使 える部分 も出て くる 。

先 の FS で見直 した結 果，シ ス テ ム 実務者の 目か ら

見れば，幾 分 か の 整理 ，手直 しの 必 要性 も指摘 された

が
，

そ れ に して もそ の 設計書 は GPME を今後開発す

る 立場か ら 見 る と，大変あ りが た い 知的財産 で あ る と

い うこ と が で き る。

　もち ろ ん
， 知識 と経験 の 塊 で あ る ラ イ ブ ラ リ だ け で

は CIM シ ス テ ム が で き た こ とに は な らず ， 実際 の 業

務 （例 えば NC マ シ ン の制御）を行 うた め の 各種 の

ア プ リ ケーシ ョ ン ソ フ トも必要 で ある。しか し これ に

つ い て も従来 の よ うな 全部手作 り と い うの で は な く，

既成 の ソ フ トを カ ス タ マ イ ズ し た り組合わ せ た り して

造船業 コ

階　組立産

　 十 造船

…
ジ

ゴ：・

その 弛岨ユ■ ■　 ，
．蟹張オン トロ ジ ，

’

図 1　コ モ ン オ ン トロ ジ と拡張 オ ン トロ ジ

新 た な ソ フ ト を開 発 す る 手 法 （component 　based

integration｝が一般化 しつ つ あり，それ に合 わせ て多

種 多様 な汎屠パ ッ ケージ ソ フ トが 内外 の ソ フ トベ ン ダ

に よ っ て 開発 され市販 され て い る。

　 と こ ろで
， CIMの よ うな大規模 で 高度 な シ ス テ ム を

統合 し実用 に耐え るだけ の 運用 の 容易 さと計算速度 を

実現する た め に は，ハ ードの 進歩に 加 えシ ス テ ム 分散

や相互運用等の ソ フ トウ エ ァ 工 学上の 基礎技術 の 進展

が不可欠 で ある。 こ れ に つ い て も歐米の大学等の研究

機関を中心 と して
， KIF5）

，　 OMA6 ）
，　 STEP7 ｝

等の 実務

に つ な が る具体的 な成果 が 出つ つ あ る 。 特に シ ス テ ム

統合の 手法の一つ と して標準化があ るが ， 最近話題 の

STEP は 工業界に お け る プ ロ ダ ク トモ デ ル デ
ー

タ 交

換の 世界規模 で の 基準に な る よ う に
， 検討

・
開発 され

て きた もの で ある。STEP は プ ロ ダ ク トモ デ ル を定

義す るた めの デ
ー

タ 構造 を階層的に定義 して お り，ア

プ リ ケ ーシ ョ ン プ ロ トコ ル の 開発プ ロ セ ス も明確 に 定

義 し て い る 。 過去 10 年の 歳 月 をか け た STEP 開発

は ， ようや く基礎研究か ら実用化の段階に達 しつ つ あ

り，

一
部 はす で に 国際標準と して 採用 され て い る。

GPME か ら見れば，　 STEP は オ ン ト ロ ジ の 定義で あ

り， STEP で 既に 定義 されて い る もの で 使 える部 分

は 積 極的 に 利用す る べ き で あ ろ う 。 し か し な が ら，

STEP の 造船業等の 組立産業 に 対応 する部分は まだ

ま だ 未 成 熟 で あ る の で
， GPME 開発 に お い て は

STEP と協調を取 りな が らも， 造船業 CIM 研究の 成

果 を独自 に 適用す る方針を取る こ と とする。

3GPME の概念 とア ーキテ クチ ャ

　前述の よ うに造船業 CIM 研究の 成果 を組立産業
一

般の 視点 か ら見直し，整理 した結果，個熨プ ロ ダ ク ト

モ デ ル の 「共通項」 で あ る GPM （General　Product

Model）に 「そ の共通項 を拡張するた め の 開発支援環

境」で ある E （modehng 　Environment）を加 えた もの
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が GPME の 概念，すなわち今回開 発す べ き対象で あ

る との 認識 を得 た。い い か え れば GPME は 「コ モ ン

オ ン トロ ジ」と 「オ ン トロ ジ 拡張 ・モ デ ル 開発の 支援

環境G の 両方を合わせ 持つ （図 2）。す な わ ち ， その

「共通項」と は フ レ ーム モ デル 設計書 よ り整理抽 出し

た 組立産業 コ モ ン オ ン トロ ジ （図 2 の   ） とそれ を実

装 し た ク ラ ス ラ イブ ラ リで あ る 。 ま た 「開 発 支援環

境」と は CIM 開発者 が 各 自の 業 務 に合わ せ 新 た なオ

ン トロ ジ を加え て 拡張 オ ン トロ ジ と その 実装版の ク ラ

ス ラ イ ブ ラ り を作 る と共に
， そ れ を基 に 数 多 くの数値

データの 入 っ た具体的 な （す な わ ち イ ン ス タ ン ス の集

合と し て の ） プ ロ ダ ク トモ デル を構築 し た り （図 2 の

  ） さらに は各種 の ア プ リケ ーシ ョ ン と つ ない だ りす

る作業 を支援す る各種の ツ
ー

ル ソ フ ト群で あ る 。

　 こ こ で 造船業 コ モ ン オ ン トロ ジ を出発点 とす る と，

よ り個別 の 分野 （例 え ば タ ン カーや コ ン テナ船）で は

そ れ に 合わ せ て オ ン トロ ジ を拡張 し なけれ ば な ら な

図 2　GPME の 役割

い 。 こ の 過 程 が 「オ ン ト ロ ジ 拡 張 （ontology

extension ， 図 2 の   ）」で あり ，
そ の 結果作 ら れ る オ

ン トロ ジ が 「拡張オ ン トロ ジ （extended 　ontelogl
’
）1

で ある。次に ，例 えば個別分野の タ ン カ
ー

をより具体

的 に 20 万 ト ン 級 に 限定す る と，そ れ に 合わ せ オ ン ト

ロ ジ は さ ら に拡 張 され る 。 すな わち ，
コ モ ン オ ン トロ

ジ と 拡張 オ ン トロ ジ の 名称 は相 対的であ り，造船業 コ

モ ン オ ン トロ ジ は 組立産業 全般 の レ ベ ル か ら見れ ば造

船業用拡張オ ン ト ロ ジ と い う こ と に な る．

　図 3 に GPME の ア
ーキ テ ク チ ャ を示す。こ の ア

ー

キ テ ク チ ャ は オ ン ト ロ ジの拡張性 ，プ ロ ダ ク トモ デル

の 開発と実行効率 ， 他 シ ス テ ム と の 相互運用性，及び

ネ ッ トワ
ー

ク に よ る 分散性等 を考慮 して 設計 され た 。

以下 ，
そ の 各構成要素に つ い て そ の概要を述 べ る 。

　 （1 ）　 Frame　Library（FL）

　 フ レ
ーム ラ イ ブ ラ リ （FL ） は オ ブ ジ ェ ク ト指向言

語 で あ る C 十十 べ 一ス の ク ラ ス ラ イ ブ ラ リ で ，コ モ

ン オ ン ト ロ ジ と一部の拡張 オ ン トロ ジを GPME 組込

み ソ フ トと して 実装 し た もの で あ る。製品 の 設計か ら

生産 ま で を統 合す るプ ロ ダ ク トモ デ ル を作 る た め，

FL は構造 設計，艤装設計，ア セ ン ブ リ， 中間製品，

組立 て と接続関係 ， 日程 ， 資源等 を表現する ク ラ ス を

含む 。

　 （2）　 User　Functions（UF 〕

　 FL の 拡張の た め に，　 GPME は 共通分野 （組 立産

業 あるい は造船業） で よ く使 わ れ る 関数あ る い は操作

の 集合と し て C十十 で 実装 され たユ
ー

ザ フ ァ ン ク シ

ョ ン （UF ＞ を提供する。ユ ーザ は新 し い メ ソ ッ ドを

定義する と き UF を 使 えば ， 時間 が節約で き効 率 も

図 3GPME の ア
ー

キ テ ク チ ャ
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図 4　From　GPME 　to　GPM −World

向上す る。

　（3 ）　PrOduct　Mode 】 （PM ）

　プ ロ ダ ク トモ デ ル （PM ）は GPME の 中 で 開発 さ

れた具体的な製品の情報とその 製品の 生産に関する情

報 モ デル で あ る。例 え ば実際の 船は 部 品 を組 立 て て 建

造 され る が ， 船 の PM も コ ン ピュ
ータ の 中で オ ブ ジ ェ

ク トによ り表現 され る部品 の 関連づ け に よ っ て 定義 さ

れ る。さ らに PM は ，部品組 立 て の 生 産 プ ロ セ ス に

関す る情報 も持つ 。 すな わち PM を構築す る こ とは

コ ン ピュ
ータ の 中で 船を作る こ とで あ る 。 なお，この

PM と下記の AP は厳密に は GPME に は含 まれな い

が ，GPME 開発 や そ の 効力の テ ス ト，さ ら に ユ ーザ

用 の サ ン プ ル と し て ， サ ン プ ル PM ，　 AP の 形 で 提供

される。

　（4）　 Produet　Model　Aecess　Protoeol（PMAP ＞

　プ ロ ダ ク トモ デ ル ・ア ク セ ス プ ロ トコ ル （PMAP ）

は，PM の デ
ー

タ に ア ク セ ス す る た め の 規 約 の 定義

で
，

こ れ を公開する こ と で GPME の 外で 開発 され た

ア プ リ ケ ーシ ョ ン も
，
GPME で作 ら れ た PM に つ な

げ る こ とが で き る。すなわ ち，PMAP は GPME と

他 の シ ス テ ム との 相互運用性 を確保するため の もの で

あ る。

　（5 ）　 Product　Model　Aceess　Interface（PMAI ）

　プ ロ ダ ク ト モ デ ル ・
ア ク セ ス イ ン タ フ ェ

ース

（PMAI ） は PMAP の 実 装 版 で ，当面 Smalltalk，　C ，

Fortran 等 の よ く使 われ る 言語 の PMAI を提 供する

予 定 で あ る 。

　（6）　Graphic　User　Interface（GUI＞

　GPME は FL の 拡張と PM の 開発 の た め に
，

グ ラ

フ ィ ッ ク
・

ユ
ー

ザ ィ ン タ フ ェ
ー

ス （GUI ） を提 供 す

る。こ の うち Ont 。Editorは FL の 表示
・変更 ・拡張

用 ，
ま た ProdEditor は PM の 表示

・
変更用 で あ る 。

　（7 ）　APP｝icstions（AP ）

　ア プ リ ケ ーシ ョ ン （AP ）は PM をベ ース と した業

務応用プ ロ グ ラ ム あ る い は シ ス テ ム で あ り ， 大別す る

と PM を構築 す る た め の もの と ，
　 PM に 記 述 され て

い る データ と メ ソ ッ ドを利用 しな が ら，業務の 目的を

達成する もの とがあ る 。 NAPP は GPME の 中で 作ら

れた もの で ，FAPP と は それ以外の もの を意昧する 。

　さて ，図 4 は 以上 に述べ た GPME の 各要素の ネ ッ　　　　　　　　　　リ
トワ

ー
ク 上 で の あ り方 を示 し て お り，す なわ ち，

GPME を イ ン タ ーネ ッ ト上 で 運 用するユ ーザ は あ る

種の 汎用 プ ロ ダ ク トモ デ リ ン グ の 世界 （General　Pro−

duct　Modeling　World） に 入 る こ とに な る。こ の 「世

界」に お い て 物 理的 な距離 は あま り意味 を持 た ず ，

パ ーチ ャ ル コ ミュ
ニ テ ィ もあ る し

，
World 　Wide 　Web

をベ ース と した GPME サ
ービ ス セ ン タ もあ る 。 また

GPME は一種の オ ープ ン シ ス テ ム で あ っ て ，そ の 内

容は 二 年間 の 開発 が 終 了 し た時点 で 固定 され る もの で

は な く ， 情報技術の 発展 と実際業務の 需要 に 応 じて成

長 して い くべ きもの で あ る。GPME サ ービ ス セ ン タ

は こ の 成 長 の た め GPME 開発者 が サ ポ ートす る もの

で ．新技術 の 導入
，

モ デ リ ン グ 知識 の 交流 と蓄積 ，

GPME 「世 界」の 拡大等の 重要な役割を持 つ
。
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季目言炎　↓　↓　し　　指 導　　T　T

大 学 ゲ 1レ
ー

プ

図 5GPME の 開 発体 割

表 1　GPME −STEP −QMA

STEP GPME OMA

P凵 rpose ： stand ヨrd，　 knOW 愚edgoknowledge ，　s》stern
s洫 “dard

lntg望APP ： lntegratlon．　appll6atlonint 鴫 副 。 n，　app 佃ca 雛。“ integratlon

Targot　domain 言 all　indu8try｛rosrc ｝
s   mc 　l而 ustry 　lap｝

assemb 己ソ indu5try｛base ，

shlP ，car，c 。 ns い 1・et。・｛e瓦η

softwarg 　industry

Ooliverabies： prot。 co い ool　spe α・ syste 吊 ，　protocol P面 toco い ool 　sp   ・

ShareaOle3： 旧 sources ．
　EXPRESS

AP 　limitod

CFL ，toolS，　pr。tocol
EFL 　 Limited

core 　obis ，　ob 卜SVC

OR8 ひ 悟 cilities 　lmtd

TOC 獅nolO9 り： st日U叩 rod ・modellng dy “amlc 　prod冒modoli 晒9softwaro 　ob［  t　t  h・

D團 1C  量言 diStrlbu舶d，　ce 曲 a墨臨：edconlrallzed ，　dlst雨buted αstributod

Crlterla： hl9拝 levol　in  roporabili Ψ 卩K 畑 c伽 恂 10W扁 ouol 緬 te「ope 「ablll呼

UserS ： syst   りendor 口
d8サelopeend −user ，　sys 卩de りθlopgrsyst   vgndor

　な お こ こ で GPME の 世 の 中の オ ブ ジ ェ ク ト指向枝

術そ してプ ロ ダ ク トモ デ リ ン グ技術か ら 見て の位置付

け を ，
OMG （Object　Management 　Group） の OMA

（Object　Management　Architecture）と ISO の STEP

との比較 と して表 1 に示す。すなわち GPME は標準

化で は な く，組立産業 の モ デリン グ 知識 の 集積及び実

稼働 シ ス テ ム の 開発 を 目的 と し て い る。そ し て ，

OMA が オ ブ ジ ェ ク ト指向 ソ フ トウ エ ア 技術の 基本 を

定 め る もの で あ り，STEP が プ ロ ダ ク トの 静 的 な モ

デ リ ン グ技術で あるの に 対 し，GPME は 製品の 設計

か ら製品が で き る ま で の 中間製品 を含む設計と製造プ

ロ セ ス を範囲とする 動的 プ ロ ダ ク トモ デ リ ン グ技術を

提 供 す る。また GPME は．今後 の OMA と STEP

の成熟と普及に従い 標準化 され た 新技術の 導 入 を容易

に 行 う こ と が で き る よ う に ， そ の ア ーキ テ ク チ ャ を

OMA 準拠可能 にす る とともに ，　 FL も STEP の構成

を参照 して作 られ る。

4　GPME 開発 の進め 方

　GPME 開発で は ，過去 の 造船 業 CIM 研究 の 成果 を

十分生 か し
，

か つ GPME をユ

．
一ザ の ニ

ーズ に真に 合

っ た もの と す るた め ，開発主体 と し て実務を担当す る

複数 の シ ス テ ム 会 社 の 担 当技術 者 で構 成す る D

（Development） グ ル
ープ と，造 船 所 7 社 の 造 船 業

CIM 担当 の 技 術 者で 構成 す る A （Advisory） グ ル ー

プ と の ，二 つ の グ ル
ープが連携する 形 で 実除 の作業 が
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進め られ て い る。ま た 研究的な側面と して
， 別途大学

グ ル
ープ に よ っ て これ ま で あ ま り手 が付け ら れ て い な

い 設計上流部の C！M 化を進め る こ と と し，こ れ ら の 3

グ ル ープを開発研究委員会 （小 山委員長） が統括 して

GPME 開発は推進 され て い る （図 5 ）。

　さ て 技術的内容 も さ る こ と な が ら
， 各造船 所 で 日 々

CIM 開発 に携わ っ て い る A グ ル
ープ メ ンバ が 果た し

て GPME 開 発 に も有効 に 参画 し得 る か が，開発計画

の 立案時 に 問題 とな っ た。 し か し イ ン タ ーネ ッ トの 民

間利 用が急速 に 進 む中 で ， 昨年 9月 に 試験的 に その 運

用 を始め実績を積ん だ結果，イ ン ターネ ッ トを介 して

の E メ
ー

ル に よ る情報伝達手段に よ っ て ，距離 と時

間 を超え た討議 と そ れ に よ る知的生産 の 共同作業が 可

能 で ある こ とが 分 か っ た。すなわちE メ
ー

ル を用 い る

と，各所に散らば っ た各 メ ンバ （本稿の 著者 らの 一人

は米国 在住 で あ る）が
，

あ た か も一つ と こ ろ で机を並

べ て働 い て い る ような感 じ と な る 。 そ れ ゆ え，本年度

か らは E メ
ー

ル の 利 用 を本格的 に 進 め る こ とに よ っ

て 上記 の 問題 を解消 するだけで な く，従来以上 の 開発

の 効率化 を 図 る こ と と した 。現 在 ， 実際 の E メ
ー

ル

の 運用 に 当 た っ て は ：

　GPM −’List　 ： 小山委員長 を含む シ ニ ア の メ
ー

ル

　 　 　 　 　 　 　 　 リ ス ト

　 GPME −D 　List： D グ ル ープ メ ン バ 問 の メ ール リ

　 　 　 　 　 　 　 　 ス ト

　GPME −A 　List ： A グ ル
ープ メ ン バ 間の メ

ー
ル リス

　 　 　 　 　 　 　 　 ト

の 3種類の メ
ー

ル リス トを用 い て い る。こ こで メール

リ ス トと は
， それ に 登 録 され て い るメ ン バ が 他 の メ ン

バ 全員 に 同時 に メ
ー

ル を出 せ る よ う に 設 定 され た メ
ー

ル 管理機構 の こ と で ，この 自動配信機能に 加 え メー
ル

に 通 し番号をつ けて集中管理 して くれるの で 多数 の メ

ン バ が共同作業 をす る に 当た っ て は 大変便利な もの で

あ る。上記 の リ ス トは 過去一
年間 の 間 に 順次整備さ れ

て きたもの で あるが ， ちなみ に GPME −D の 場合， 4

月 10 日の 開設以来 7 月末現在 で 合計 209通 ，600KB

（和文 で 30万字〉の 情報量 と な っ て お り，す な わち こ

れだけ の情報 （文字と絵）が 3 ヵ 月 の 間 に D メ ン バ

間 で 交わ さ れ た こ と に な る e な お 最近 に な っ て A ，

D ，両 グ ル
ープ の メ ン バ は それぞれ相 手方 の メ ール を

常時 モ ニ タ で き る ように した （た だ し
， 無 用 の 混乱 を

避 け る た め 他 グ ル ープの 議論 に 直接介 入 する こ と は で

きな い ）。こ れ に よ っ て A ，D 両者 は 互 い に 他 で 何 が

議論 され て い る か が 常 に 分 か る わ け で ，両グ ル
ープ間

の 連携 を取 る た め の 有 力 な 手段 と 期待 して い る。も ち

うん E メ ー
ル が 万能と い う こ と は な く，互い に顔が 見

え な い 分，議論 が 先鋭化 し人間関係 を損ね る と い っ た

弊害 も一部 で は 指 摘 され て い る 。
た だ し A グ ル ープ

は 7社 の 寄 り合 い 所帯 で あるが
，

メ ン バ の 多くが 旧専

任チ
ー

ム メ ン バ と して互 い に気心 が 知れ て い る点は 有

利 で あ っ て t こ れ も造 船 業 CIM の 財 産 と い え よ う。

と もあれ ， や は り月
一

度 ぐ ら い の face−to−faceの 議

論 の 場 と組 み合わせて こ そ，その 両方 の 利点 が活 きる

わ けで あ っ て
，

こ の よう に GPME 開発現場 で は い ろ

い ろ工 夫し な が ら E メ
ー

ル と い う新 しい 道具 を使 い

始め て い る と こ ろで あ る 。

5　お わ り に

　昨年 度の FS を含め ると ，
　 GPME 開発 は よ うや く

そ の 中間地点 に さ しか か っ た と こ ろ で ある。現在 D
グ ル

ープは 各要素の プ ロ トタ イ ピン グ に 入 っ て お り ，

こ の 稿が発表 され る頃に は そ の テ ス ト結果に基づ き本

格的 な実 シ ス テ ム の 開発が開始 され る。一
方 ，上記 の

よ うに 造船所担当者 か らな るA グル
ー

プは開発実務 に

直接携 わ る わ け で は な い が
，
GPME を真 に 有益 な も

の にする た め の ア ドバ イ ザ と し て の 重要な 役割を負っ

て い る 。 それ ゆ え，関係各位の ご理解とご支援を今後

と もお 願 い し た い 。
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